
地

球

餅
二
十
]
各

節
六
緋

空

ニ

t
四

之
内
層
の
踊
係
と
等
し
い
.

同
様
の
輔
係
は
三
倉
系

や

瀬
月
川
系
の
中
に
も
見
ら
れ
る
.

即
ち
赤
石
山
脈
の
太
平

洋
側
の
海
成
地
層
の
砕
層
堆
積
作
用
は
於

い
て
は
此
の
如

き
操
作
が
何
回
も
線
与
返
し
て
行
は
れ
ね
も
の
と
息
は
れ

る
｡
大
卒
圏
の
如

き
は
海
俊
と

い
ふ
よ
少
も
陥
没
の
初
期
を
指
示
し
､
家
田
暦
の
如
き
は
其
極
度
を
指
示
す
る
も
の

i
J考

へ
ら
れ
る
｡
而
し
て
プ
リ
ッ
シ
型
に
蔦

い
て
モ
ラ
ス
型
の
牛
陸
戊
の
厚

い
砂
利
暦
が
凝
達
す
る
.
此
は
階
洩
地

の
埋
没
を
不
す
が
､
夜
ほ
背
後
の
土
地
の
急
傾
斜
堅

不
す
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
ク
ラ
ク
ス
が
ア
ル
プ
ス
地
方
に
於

い

て
此
欄
の
輪
廻
を
論
じ
た
革
が
あ
る
と
記
憶
す
る
が
此
間
題
を
多
-
論
ず
る
の
は
延
期
し
た
い
.

最
後
に
此
調
査
は
兼
鷺
宮
三
宮
年
輩
記
念
の
研
究
補
助
に
よ
･Ctを
n
れ
ね
79
の
の

一
部
で
あ
る
｡
同
倉
は
深
-
感

謝
す
る
｡

(
義
)

山
城
固
相
楽
部
中
和
束
村
朝
田
は
放
け
る

r電
気
石
の
産
状

叫
'
緒
言

昭
和
九
年
三
月
十
四
日
､
京
大
工
撃
部

塾
生
と
共
に
､
和
廃
村
地
方
の
接
触
率
貿
地
域
を
掩
査

中
､
中
和
兼
村
棚
田
に
於
で
給
源
銭
男
氏
が
'
花
柄
岩

中
に
賛
助
鰯
か
と
凪
は
る
!
黄
褐
色
の
解
物
の
散
鮎
春

上

治

嚢

次

郎

在
す
る
を
認
め
た
み
｡
該
'
花
繭
岩
を
舷
窓
し
た
る
に

黄
褐
色
の
鋸
物
の
外
は
薫
色
電
束
石
の
存
在
す
る
部
分

の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
｡
故
比
企
忠
氏
は
木
屋
峠
附
近

ほ
て
花
楠
岩
申
よ
P
電
束
石
を
採
集
n
れ
L
fJ
と
あ
わ



と
聞

き
居
ら
し
も
､聾
者
は
未
だ
採
集
せ
L
FJ
と
を
-
､

其
の
産
朕
に
つ
き
で
も
不
明
で
あ
っ
た
｡
濃
近
p
鵜
川

氏
は
笠
置
町
'
長
俸
坊
に
て
電
気
石
を
採
集
さ
れ
た
与

と
報
告
さ
る
｡

(

地
球
'堕

一十

一
怨
第
四
鶴
'
我
等
の

鋸
物
'
第
三
巷
第
三
戟
)
氏
の
記
載
rb
れ
た
る
電
気
石

と
中
和
流
産
の
電
気
石
と
は
ほ
iJ類
似
し
た
も
の
で
あ

ら
う
か
と
恩
ふ
.
苗
に
産
状
の
み

を
記
載
し
.
趣
味
を

有
せ
ら
る
J
方
々
の
研
究
を
待
つ
｡

こ
､
採
集
地

探
基
地
は
柚
田
部
落
の
簡
方
で
あ
っ

て
.
関
西
線
加
茂
騨
よ
･el乗
各
自
動
車
ほ
て
和
瀬
川
を

遡
-
長
井
部
落
に

て下
車
'
細
田
部
落
に
通
ず
る
見
遣

を
光
へ
約
五
雷
光

飴
を
隔
光
る
魔
で
あ
る
｡
本
年

1
月

よ
わ
道
路
修
理
の
た
め
路
傍
の
花
園
岩
を
盛
ん
に
爆
破

し
て
居
-,h
､
そ
の
爆
破
n
れ
光
る
花
梅
岩
中
に
て
電
束

石
を
採
集
し
た
の
で
あ
る
｡
採
集
常
時
は
珊
督
樺
山
あ

っ
た
が
.
工
事
完
成
後
は
常
に
採
集
し
縛
る
や
否
や
疑

問
で
あ
る
｡

採
集
地
は
花
岡
岩
と
粘
蔽
岩
と
の
接
触
背
に
近
-
､

屡
々
荘
園
岩
中
に
は
酵
贋
粘
放
岩
の
ゼ
ノ
-
ス
が
児
ら

出
城
閲
和
楽
那
中
和
水
村
棚
田
に
於
け
る
碓
範
石
の
産
状

れ
､
附
淀
の
小
漠
の
底
に
は
按
胸
部
が
明
瞭
に
露
糾
し

て
'重
晶
石
､
萱
青
石
夜
ど
の
接
焼

餅

物
が
存
在
す
る
｡

三
'
附
近
の
花
開
岩

相
田
附
淀
の
花
園
岩
は
鼎
雲

母
を
主
と
す
る
花
嗣
岩
で
､
片
班
は
殆
ど
歌
め
ら
れ
な

い
R.
義

雲
母
中
に
は
多
色
性
最
を
屡
々
見
る
｡
石
英
の

外

に
正
長
石
は
比
較
的
新
鮮
で
あ
っ
て
､
朝
普
多
量
に

オ

リ
ゴ
ク
レ
ー
ス
級
の
斜
長
石
が
あ
る
｡
倣
斜
長
石
79

稀
に
あ
ヵ
､
燐
友
石
'
白
雲
母
等
の
削
合
分
錬
物
も
顕

倣
鋸
下
は
親
は
れ
る
｡

電
気
石
の
存
在
す
る
部
分
の
岩
石
中
に
は
外
観
並
は

薄
片
に
て
黒
雲
母
は
蚤
-
夜
-
'
正
長
石
は
甚
し
-
高

陵
土
化
作
用
を
受
け
､
特
有
の
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
双
晶

を
辛
じ
て
私
め
得
る
程
度
の
も
の
多
-
､
斜
長
石
は
稽

新
鮮
､
倣
斜
長
石
敬
虔

々
諌
め
'
石
英
を
包
婁
す
る
79

の
が
あ
る
｡
石
英
は
殊
に
多
-
し
て
斜
長
石
､
燐
衣
石

を
包
裏
す
る
も
の
が
あ
る
｡
慶
に
よ
っ
て
不
完
全
な
が

ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
構
造
が
窺
は
れ
る
｡
即
ち
電
気
石
の

存
在
す
る
附
近
の
花
岡
岩
は
グ
ラ
イ
ゼ
ン
化
作
用
を
受

け
て
居
る
｡
TJ
の
部
は
優
白
色
又
は
多
少
純
色
を
帯
び
七

回
u
tj

t
五



也

節
二
十

一
巻

第一一間 中都如拙m産-:禁色電気ポ

_T{色放校中の一部はr'1轍,AXはA.純銀かと思はる
る織物に して.斡 t'.T'色雅の令甥とfl.批放射鈍物
はTEil.tポ1.:7)｡rJ色の地は i三として石英.ll.(物の
料-倍=三分｡

節

･.
(

班

E

l

叫
1人

外
観
は
･照
色
で
あ
る
｡
電
気
ポ
は
的
裡
1,.l粧
乃
乍
四
郎

化
の
桝
形
h
tな
し
て
､
ポ
規
州
に
伽
紋
服
に
紋
淋
し
'

針
状
父
は
朴
朕
の
紬
‖
=:
が
横
に
州
沌
少
､
平
而
形
は
放

射
状
に
作
成
し
て
屠
る
｡
第

..
岡
は
約

二
･m
'二
分
に
惜

人
せ
る
岩
鼻
で
､

･;
さ
地
は
主
と
し
て
ポ
基
よ
-
成
る

〆
ラ
イ
で
ン
節
付

岩
の
滋
面
で
あ
っ
て
､
杵
状
の
放
射

状
男
色
現
物
は
唱
偏
析
で
あ
る
.
長
ru
l.1撫
内
外
以
下

代
の
大

き
r
Jで
あ
る
｡
城
代
十
北
比
に
於
で
測
定
せ
る

普
通
の
児
…霊
付
花
尚
岩
と
の
墳
堺
は
漸
移
す
る
LJ
め
明

を
欠
-
も
'
電
ハ札
ポ
の
#
祉
す
る
邦
分
よ
-,/
J
や暮至
乃
卓

二
抑
内
外
が
普
池
で
あ
る
｡

四
電
気
石

グ
ラ
イ
ゼ
ン
化
作
川
を
受
け
た
る
花
尚

岩
の
淡
肘
に
松
さ
二
粍
化
幣
以
て
､
電
気
ポ
が
存
在
し
､

第二間芯気不の滞 片

[G7lのJ:部の放射鉱物及び人部は''yiL 'y t

イl'.rtきは二1,.として′i英,点色ifl.秋

成鰍 Jl'1銭較又は哉錨蚊｡･1･二1,･1.-′卜｡



此
端
は
三
･O
C
七
'
二
･
C
九

二

三
･
二
三
ヒ
､

平

均
三
∴

二

で
あ
る
｡

鮎
川=｡
の
滋
.･IE
に
附
新
物
が
あ

っ
て
'
･:I-i
.4
1に
黙
n=｡
の
み
h
Il媒
-
目
し
難

い
た
め
に
'

此
5
.に
多
少
の
罪
過
h
t稚
じ
た
る
も
の
と
‖
心
は
れ
る
.

第
二
間
は
放
射
状
に
作
成
せ
る
芯
気
和
の
火
面
に
平

行
な
る
薄
片
で
あ
っ
て
'
樹
の
L
部
の
放
射
状
に
排
列

せ
る
柱
状
結
晶
は
電
気
不
で
あ
る
｡

ニ
コ
ル
の
振
動
方

向
と
結
晶
の
長
軸
と
硬
化
な
る
場
人目
は
吸

収
色
弧
-
'

節 三例 電気石及E:1岩の薄片

'JH:の托状銭物は侶1.1tTi,jt他は才了英.

棟料良才子,JE丘石,斜路Ti,t'J'LtT･2時な

t)｡･卜lIlニ コル.約 卜三倍11㌔
-;
妨
陸
棚
紫
邦
中
和
水
村
仙
川
に
於
け
る
化
山
前
の
産
舵

淡
褐
色
､
禍
､
昔
練
決
褐
色
に
嘩
化
す
｡
曙
関
性
は
肌

と

批
-
も
'
離
日州
の
相
七
描
断
す
る
朝
練
を
見

る
｡

第

一-1糊
は
叩他
局
不
の
托
成
せ
る
伽
に
咋
粥
な

る
断
lL州

で
'
軍
兵
の
右
斜
上
に
相
計

l横
に
椛
み
上
げ
た
如
-
見

え
る
枯
批
難
晶
は
叫仙
気
小
で

あ
る
｡
児
他
rJ
の
鶴
具
申

に
は
'
正
追
石
'
斜
長
ポ
'
徴
斜
韮
'否

'6
英
及
び
臼

雲
付
等
が
戴
は
れ
る
.

五
㌧
随
伴
鎌
物

電
気
不
は
鵜
川
代
の
記
載
ru
れ
LJ

る
詫
花
地
方
産
の
も
の
と
は
じ
-
､
黄
蛾
鶴
瓶
似
の
献

物
と
祁
作
っ
て
虎
す
｡
狭

さ
鼻
鏡
哉
色
と
な
し
､
こ
と

に
恨
化
せ
る
場
人
目
に
は
濃
-
な
る
｡
歳
末
ポ
h
l被
柁
し
､

又
は
裂
挽
>
･元

し
て
塊
状
又
は
舷
状
を
な

し

て
准

和

す
｡
第
二
m
の
･.J
…色
ホ
連
判
の
朴
の
如
-
兇

ゆ
る
は
こ

の
躯
物
の

一
断
面
に
し
て
､
ポ
英
中
に
も
包
豪
r
Jる
J

乙
と
が
あ
る
｡
乙
の
鶴
物
は
〓
銭
亀
で
は
な

い
か
と
も

皿
は
る
｡
又
'
塊
状
を
な
し
て
'
耶
黄
色
の
鶴
物
も
#

た
し
､
茶
銭
餌
で
あ
ら
う
か
と
‖
心
は
る
｡
rJ
の
鵬
渚
は

1hJ
J
i
に
拡
作
し
て
杉
粧
し
'
そ
の
ti
別
は
明
で
な
い
｡
研

究
を
ま
つ
｡
佃
､
貸
銭
鶴
か
と
‖
心
は
る
J
献
物
は
小竹
気

空

弧

一
七



地

球

鮮
二
十

l
沓

石
の
生
成
せ
る
部
よ
白
玉
糎
以
上
も
隔
れ
る
部
分
に
も

存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

犬
､
結
論

以
上
は
軍
は
中
和
廃
村
紬
的
産
電
束
石

の
産
状
を
報
じ
た
る
に
過
ぎ
覆

い
｡
産
状
よ
カ
推
定
せ

多
大
鍍

聖

火

一
入

ば
花
繭
岩
の
亀
裂
に
治
S

でp
ボ

ロ
ン
其
他
の
物
質
を

含
有
す
る
高
池
の
気
髄
の
作
用
を
受
け
て
.
接
近
す
る

花
園
岩
に
グ
ラ
イ
ゼ
ン
化
作
用
を
及
ぼ
し
p
後
電
束
石

を
結
晶
せ
し
め
た
の
で
は
夜

い
か
と
推
定

さ
る
｡

毒
醤
束
溶
岸
山
脈
附
進
の
地
形
に
就
い
て
(
同
版
望

ハ
腰
骨
)

船

越

.

素

1

目

次

1
'
緒

言

二
､
地
隅
内
デ
ル
タ
の
親
祭

三
も
地
挿
内
村
成
段
丘
の
分
布
及
山
幾
線

の
耽
潜

四
､
悔
1:.&
地
域
の
瞥
見

五
､
海
岸
山
脈
の
地
形

六
㌧
緒
論

参
考
地
形
問
(
五
胡
分
ノ
一
地
形
闘
)新
城
･
花
迦
搬
･水
睦
尾

｡

狐
公
｡木
瓜
山
｡
凪
林
｡抜
手
長

里
｡加
光
渦
｡新
港
｡描
武
鰐
で
公

柄
｡
里
職
｡
都
観
山
｡姦
光
｡
以
上
十
五
枚

一
､

緒

言

轟
轡
の
河
流
地
形
を
通
観
す
る
時
第

一
眼
に
立
つ
も

の
は
､
各
河
流
が
何
れ
も
著
し

い
デ
ル
タ
を
形
成
せ
る

革
で
あ
っ
て
､
本
地
方
に
於
で
も
各
河
流
は
中
央
山
地

よ
み
の
出
口
に
於

い
て
､
著
し

い
然
庵
新
し

い
大
き
孜

扇
状
デ
ル
タ
を
作
っ
て
ゐ
る
革
で
あ
る
｡

基
兼
地
帯
を
流
れ
る
河
流
は
北
に
花
連
浜
､
中
央
部

に
森

姑
轡
湊
及
南
部
に
は
卑
南
大
鏡
の
各
河
川
が
何
れ

79
略
同
蔵
の
型
を
在
し
､
中
央
山
地
よ
与
は

コ
ソ
セ
ク

エ
ン
ト
の
流
路
を
覆
し
基
山
脚
に
於
け
る
出
口
に
は
扇

状
デ
ル
タ
を
作
し
､
地
溝
底
ほ
て
表
れ
等
各
流
路
は
各

流
し
各
々
北
或
は
南
に
流
路
む
と
-
て
鯨
に
注

い
で
ゐ


